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ζζで，単純再生産の状態を越える産出量 z(，)'=(z，(t)，z，(t)， Zn(t)) 
を考えJ
(3) z(t)=x(t) 王
とすると， (1)， (2)， (3)より以下の関係式を得る。










(t=O， 1， '， T-1) 




























s. t. (D+B)z(t)-Bz(t+1)孟o (t=O， 1， '， T-2) 
(7) i (D+B)z(T-1)-p.B恰 O




B;固定資本係数行列 (nX n) 
c;限界消費性向ベク}ノレ (nx 1) 
Cj基礎消費量ベクトノレ (nx 1) 
V;付加価値率ベグトル(1x，の
16) 通常の経済デ タに関してはJ D-l>Oが満たされる。又，B>Oより，D-'B>O 
17) Plに対応する固有ベクト内丸とすると，(Pt 日明ド0。よって， (土 B"D)丸~O で，
[(1+土)べ旧日)Jι~O であり，円F=1+士'














(単位z百万円 1965年価俗，カ γ 「内はお〉
主主¥三| 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
1農林水産業 4022 2470 2842 3270 3762 4329 4981 5731 6594 7587 8730 (7.8) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1) 
2軽工業 10286 11149 12885 14826 17059 19628 22584 25985 29898 34400 39580 (20.2) (18.6) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) (18.7) 
3重工業 15101 1f17fl9 21585 (2341R325 〕 2f1fl7fl 32879 37830 43.527 50082 57623 66301 (29.4) (31.3) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) 
4建 設 5186 8712 10024 11534 13271 15269 17569 20214 23258 26761 30790 (10.1) (14日〉 (14.5) (145) (14.5) (145) (14.5) (145) (14.5) (14.5) (14.5) 
5エネルギー 1992 2019 2323 2673 3075 3538 4071 4684 5390 6201 7136 (3.9) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) く3.4) (3.4) 
6運輸通信 3328 3784 4354 5009 5764 6632 7630 8779 10101 11622 13372 (6.5) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) く6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.2) 
7サーピス 11440 13101 15073 17343 19955 22960 26418 30397 34974 40241 46302 (22.3) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) 
言十 |旧日|吋 6刊一 91461|吋吋 13幻17116附 It…21山(100.0) 1(100.0) 1(100.0) 1(100.0) 1(1叩0)1(100.0) 1(100.0) 1 (00.0)  (100.0) 1 (100.0) 1 (00.0) 
z(のの産出水準及び h，表 1
fH所)Tsukui and Murakami 05J. p. 83. 89 
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x(t) ;第 s期生産額ベクトノレ (nx 1) 
























19) たとえば， Tsnkui [1 o.] 筑井 [16J，筑井他口71[181 
20) Tsukui and Murakakami (20) 


















max.μ んま(t，)ーん5'(t2) (:;=:;:f，d 
S. t. 
(8) x(o)+♀(0)十m(o)-e(o)孟A[x(o)+正(0)J+ B[x(l) -x(O) ] 
十s(l)+cv[x(O)十正(口)J+e
(9) x(t)+正(t)+s(t)十m(t);;;A[x(t) +5'(t) ] + B[x(t+ 1) -x(t) ] 
+s(t+1) +cv[x(t) +x(t) ]十e (t=l， 2，…， T-l) 
cl口) x(T)十正(わ+s(わ十m(わ -e(T);;;A[x(の+れの]
+B[(正十件，)-x(T)J+cv[x(め+沢町]十E
(11) "，(t+l)孟α，x(t) (t=O， 1，…， T-l) 
(12) x(t+l)三αzx(t) " 
(13) se(t) -im(t) =0 (t=O， 1， ・， 7ウ
タ}γパイグ モデル白初期調整プロセス
(14) 正(t)亘rx(t) ( 1 
新たに導入した記号とその内容は以下のとおりである。
(変数〉
s(t) ;財のストック・ベクトノレ (nx 1) 
e(t) ;調整用輸出ベクトノレ (nX 1) 
同 (t); 1 輸入ベクトノレ (nX 1) 
ま(t);稼動率調整産出ベクトノレ (nx 1) 
(定数〕
α1，産出量変動制約係数(上限)(n x 1) 
α-， ， 1 〈下限)(ηx 1) 
s;交易係数ベクトノレ(1xn) 
















金等の，通常以上のヲストがかかる思われるので，そのつストを ~l ， .A2で表わ











































A， B， C の各ケースについての計算結果は表 2~表 4 のとおりである。又，
[MODEL 1]と [MODELII]の産出量の変化を比較したものが図1である。
れらにもとづいて [MODELII]の特性を検討してよう。
まず， CASE A について見てると，図 1から明らかなように， 第1部門で
生じていた財の棄却現象が改普され，財の有効利用がほかられている。その他
の各部門でも，表2からわかるよに，x(t)， s(t)， <(t)， 情。〉が働くことによ
22) 諒動率上昇は，調整の必要な初期にのみ必要で中期l均年は不要となるから，以下00ジミ ι レ
←ションではん〉んとしてある。
23) デー タについ之は， Tsukui and Murakami (20) pp.80-83，筑井他 [18J426ペ ジを見よB
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表2 z(の，正(t)，，(t)， ，(t)， m(のの産出水準一一CASEA 
孟ご司 o 1 2 1 3 IJ尺寸-6-1 7ー下 ~I 9 J 
1 ;!四|叩31 32551 27441 組 1 岨 941 抑制リ??"
(7.8)1 (15.1)1 (4.5)1 (3.2)1 (36)1 (4.1)1 (4.1)1 (4.1)1 (4.1)1 (4.1) 
lm8611cml14担1 160引 11田321213叫拙団128四鴨川叩
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62 (250) 第 142巻第2・3号
表 3 z(t)，正(t)， ，(めの産出水準一一CASEB 
変数壬ElI| 。 1 2 3 5 7 8 9 
2598 1602 2764 4203 4809 5533 (643617 3 z， (7.8) (4.3) (2.1) (3.1) (4.1) (4.1) (4.1) (4.1)1 (4.1) 
10286 10128 14001 17038 19109 218日3 25089 28870 33220 I 38224 z， (20.0) (16.8) (18.7) (18.9) (18.7) く18.6) (18.6) (18.6) (18.6) i (18.6) 
15101 20407 24436 28577 32107 36538 42041 48374 556601 64043 
Z， (29.4) (33.8) (32.6) (31.7) (31.4) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) (31.2) 
5186 8506 11949 14111 14957 16969 19525 22466 25851 29744 z， (10.1) (14.1) (16.0) (15.6) (14.6) (14.5) (14.5) (14.5) (14.5) く14.5)
1992 1777 2542 2731 3080 3932 4524 5205 5990 6892 z， (3.9) く2.9) (3.4) (3.0) (3.0) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) (3.4) 
3328 3947 4494 5127 6461 7369 8479 9756 11226 12916 
z， (6.8) (6.5) (6.0) (5.7) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) (6.3) 
11440 12997 15842 19921 22370 25514 29357 33780 38868 44723 
"7 (20.3) (21.5) (21.2) (22.1) (21.9) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) (21.8) 
~t 1 5日1町吋1い6卿 1 74品捌捌8田師6白州51川9脚 1102 叫m 担叫11出3品叫4必5
x， 124 332 233 349 
ぷ 2 1507 1491 1879 
x， 1804 2334 2737 
x， 664 996 1340 
i5 262 240 316 336 371 
x， 455 517 572 635 
x， 1732 1868 2173 





" 144 265 
" 462 330 
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表 4 2(1)， e(t)， m(t)， ，(りの産出水準一一-CASEC 
おそ|。 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
3073 2931 3844 3526 2676 1996 1452 1017 669 z， (4.9) (4.0) (4.4) (3.4) (2.2) (1.4) (0.9) (0.5) (0.3) 
10286 14日54 14712 16253 19474 23202 26764 31109 35945 39187 2， (20.0) (22.3) (19.9) (18.8) (19.0) (18.9) (18.7) (18.7) (18.6) (17.3) 
15101 18258 21723 25734 30541 35455 41212 47949 56301 68563 z， (29.4) (29.0) (29.3) (29.7) (29.8) く28.9~】 (28.8) (28.7) (29.1) (30.3) 
5186 6846 8921 11515 14757 18810 20590 24049 27192 34199 z， (10.1) (10.9) I (12.iJ) (13.3) (14.4) く15.3) (14.4) (14.4) ¥ (14~iJ) (15.1) 
1992 1848'. 2397 2768 3271 3853 4465 51911 6032 6616 z， (3.9) (2.9) (3.2) (3.2) (3.2) (3.1) (3.1) (3.1) (3.1) (2.9) 
3328 30R2 2221 15R2 981 540 187 -95 -321 官2z， (6.5) (4.9) (3.0) (1.8) (1.0) (0.4) (0.1) ( -0.1) ( -0.2) (-0.2) 
11440 15771 21184 24918 30037 38156 47726 57149 67121 77908 
27 (20.3) (25.1) (28.6) (28.8) く29.3) (31.1) (33.4) (34.3) (34.8) (34.4) 









eヮ 223 1795 4551 5438 27784 
間 T 1865 2133 4432 5702 8116 
m， 
m， 114 
間企 1539 2227 1899 439 
m， 
"何 866 2461 3910 5494 7232 8920 10738 12692 14111 
m， 
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兆
円l 第 l部門(農林水産)
図 1 [MODEL!Jと [MODELIIJとの生産額比較
北
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一一一一一-::¥IODEL 1 
一一-olODEL I (CASE .¥) 
(CASE B) 
(河ODELnは、 x{ti→-;.(t)ム s(l)-卜I!(l))30 
10 
2 7!} Jリ!
まず第lに， 調整用アグティヴィティーを導入したことにより， [MODEL 
1]で生じた未使用の財の棄却といった事態は改善1れ'" 財の効率的利用が
はかられるようになった。このことを，図1から見ると，X(t)， X(t)， S(t)， 
e(t)を合わせた [MODELII]の生産可能領域が， [MODEL 1]のそれより
も高い水準に押し上げられている点に現われているo そして，これらのアクテ
ィヴィティーが働〈結果，初期調整の期間に 4~5 期間を要し， [MODEL I] 
よりも長くかかるようになっている。
第2に，調整用アクティヴィティーの中では，稼動率調整アグティヴィテ f
ーま〔のが最もj活発に作動している。 CASEA， B から明らかなように，S(t)， 






24) 図lでは，第2・第7部門町 CASEA におL、て』産出量の減少する時期があるが， これは
前期において多量り輸出があるためであり，財の棄却を表わしてはし、なし '0






アクティヴィティーに特化される現象が生じる o CASE Cではある部門の産出
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